
※レストラン施設の工事区分表は、2025年4月10日に公表したものから頁ごと差し替えています。
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内部仕上表

      -

      -
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A

室 名
床

床 仕 上 げ 巾木仕上げ

巾 木 壁

壁 仕 上 げ

天 井

天 井 仕 上 げ
備　　考

塗装又は仕上 廻縁レベル

スラブ

(構造体)
居室

下地 高さ 下地 下地 塗装又は仕上

天井

高さ

床仕上
レベル遮音性能階

内　部　仕　上　表

内部仕上表 下地分類欄

　C:鉄筋コンクリート下地、コンクリートブロック下地、ALC下地

　W:木造下地

　S:軽量鉄骨下地

※1

1 カフェ

1 イベントスペース

レストラン

多目的スペース

ショップ

廊下

スタッフルーム(1),(2)

厨房

倉庫

空調機械室(1),(2)

MWC(1)

MWC(1)

多機能WC(1)

MWC(2)

MWC(2)

多機能WC(2)

CON(D) + 薄膜型塗床居室 C FL-100
FL-100

(FL-100)
－ － S GB-R t12.5+12.5

内装薄塗材E
S －－

非居室 VTC

CON(D)居室

居室

C

C

FL±0
FL-3

(FL-10)

FL±0
FL±0

(FL-10)

FL-300
FL-300

(FL-300)
CON(D) + アスファルト防水 + 押えコンクリート t300

非居室 C VS FL±0
FL-3

(FL-10)

非居室 C CON(D) + 薄膜型塗床 FL±0
FL±0

(FL-10)

非居室 C 磁器質タイル 150角(モルタル下地) FL-440
FL-470

(FL-470)

非居室 C 磁器質タイル 150角(モルタル下地)

非居室 C 磁器質タイル 150角(モルタル下地)

水景設備機械室 非居室 C CON(D) + 薄膜型塗床 FL±0
FL±0

(FL-10)

非居室 C 抗菌性床シート FL±0
FL-3

(FL-10)

非居室 C 抗菌性床シート FL±0
FL-3

(FL-10)

非居室 C 抗菌性床シート FL±0
FL-3

(FL-10)

VB(A) 40

+ 防水モルタル t30
300

VB(B) 60

－ －

－ －

－ －

磁器質タイル 150角

(接着貼り)
100

磁器質タイル 150角

(接着貼り)
100

磁器質タイル 150角

(接着貼り)
100

VB(A) 40

VB(A) 40

VB(A) 40

GB-R t12.5+12.5 内装薄塗材E S

GB-R t12.5+12.5

S

S 素地

GB-R t12.5 + GB-S t12.5S

GB-R t12.5+12.5S EP

[高遮音耐火壁] 
GW-B t25

(FL+300以上)
S

[高遮音耐火壁] 
GW-B t25

(FL+300以上)
S

S M-NFDB

S M-NFDB

S M-NFDB

GB-R t12.5+12.5(GW t50 24kg/㎡充填)

GB-R t12.5+12.5(GW t50 24kg/㎡充填)

GB-R t12.5+12.5(GW t50 24kg/㎡充填)

M-NFDBGB-R t12.5+12.5(GW t50 24kg/㎡充填)

M-NFDBGB-R t12.5+12.5(GW t50 24kg/㎡充填)

GB-R t12.5+12.5(GW t50 24kg/㎡充填)

S

S

S

2400塩ビGB-R t12.5+12.5 EP

－ － － 直天－

－

S GB-NC(T) t9.5 塩ビ－ 2500

－ GW-B t25 － － 直天

－ GW-B t25 － － 直天

S GB-R t12.5 + DR t9.0 塩ビ－ 2400

S GB-R t12.5 + DR t9.0 塩ビ－ 2400

S GB-R t12.5 + DR t9.0 塩ビ－ 2400

M-NFDB S GB-R t12.5 + DR t9.0 塩ビ－ 2400

S GB-R t12.5+12.5 塩ビ 2400化粧塩ビフィルム

塩ビ 2400化粧塩ビフィルムS GB-R t12.5+12.5

FG-B t6.0+6.0 目透かし(曲面加工、目地部：ｼｰﾘﾝｸﾞ t10)

－ －－ 直天素地

床：防水・押えコンクリート(B工事)

FL-440
FL-470

(FL-470)

FL-440
FL-470

(FL-470)

アスファルト防水

1FL+2115以上

素地
1FL+2115以下

ガーデナー控室

ガーデナー倉庫

倉庫

居室 C CON(D) + 耐候性塗床
FL±0～-150

(FL-20～-170)
FL±0～-150 － － －－ － S セメントボード t8+8 目透かし(曲面加工、目地部：ｼｰﾘﾝｸﾞ t10) －－

非居室

C VS FL-50
FL-53

(FL-60)
VB(B) 60 GB-R t12.5+12.5S EP S GB-NC(T) t9.5 塩ビ－ 2300居室

CON(D) + 薄膜型塗床居室 C FL-100
FL-100

(FL-100)
－ － S GB-R t12.5+12.5

内装薄塗材E
S －－

1FL+2115以上

素地
1FL+2115以下

CON(D) + 薄膜型塗床居室 C FL-100
FL-100

(FL-100)
－ － S GB-R t12.5+12.5

内装薄塗材E
S －－

1FL+2115以上

素地
1FL+2115以下

CON(D) + 薄膜型塗床居室 C FL-100
FL-100

(FL-100)
－ － S GB-R t12.5+12.5

内装薄塗材E
S －－

1FL+2115以上

素地
1FL+2115以下

C VS FL-50
FL-53

(FL-60)
VB(B) 60 GB-R t12.5+12.5S EP S GB-NC(T) t9.5 塩ビ－ 2200

C VS FL-50
FL-53

(FL-60)
VB(B) 60 GB-R t12.5+12.5S EP S GB-NC(T) t9.5 塩ビ－ 2400

湿式不燃断熱材

t5(左官押え)

湿式不燃断熱材

t5(左官押え)

湿式不燃断熱材

t5(左官押え)

湿式不燃断熱材

t5(左官押え)

FG-B t6.0+6.0 目透かし(曲面加工、目地部：ｼｰﾘﾝｸﾞ t10)

FG-B t6.0+6.0 目透かし(曲面加工、目地部：ｼｰﾘﾝｸﾞ t10)

FG-B t6.0+6.0 目透かし(曲面加工、目地部：ｼｰﾘﾝｸﾞ t10)

非居室

弾性アクリル樹脂系

多意匠装飾仕上塗材

室外機置場 C CON(D) + 塗膜防水 FL-50
FL-50

(FL-60)

コンクリート立上り
100 FK t6.0+6.0S EP-G － － －－ 直天非居室

+ 塗膜防水

ポーチ C CON(D) + 耐候性塗床 FL-70
FL-70

(FL-90)

コンクリート立上り
100 外壁(1)S － S FK t6.0+6.0(目透し貼り) アルミDP 2150非居室

+ DP

手洗い場 C CON(D) + 耐候性塗床
コンクリート立上り

100 外壁(1)S － S FK t6.0+6.0(目透し貼り) アルミDP 2100非居室
+ DP

FL-50
FL-50

(FL-70)
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厨房スタッフルーム(1)
15.240㎡

スタッフルーム(2)
15.240㎡

空調機械室(1)
15.545㎡

7.325㎡

多機能WC(1)
<FL-440>

7.266㎡

MWC(1)
<FL-440>

6.592㎡

WWC(1)
<FL-440>

4.883㎡

14.605㎡

倉庫

12.572㎡

空調機械室(2)

カフェ (44席)
レストラン

多目的スペース

8.382㎡

廊下

1階 平面図

ピット階 平面図
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T-000 竪樋(数値は管径を示す)

縦引きルーフドレイン(数値は管径を示す)RD-000

M-2,20

鋳鉄製ﾏﾝﾎｰﾙ φ600 M-2:耐荷重 T-2 , M-20:耐荷重 T-20

※特記なき限り 歩行用 とする

凡  例

<FL±0> 基準FLからの床仕上レベルを示す ※特記なき限り FL±0 とする

消火器ボックス(壁埋込み型)設置位置を示す[消A]

[消B]

壁　凡  例

6 LGS65

A 【一般壁a】 - LGS + GB-R t12.5 + t12.5 (上階ｽﾗﾌﾞまで)

B 【一般壁b】 - LGS + GB-R t12.5 + t12.5 (天井又はｻｯｼ部膳板まで)

E
【遮音壁】 - LGS(GW 24㎏/㎥ 50㎜充填)

+ GB-R t12.5 + t12.5 (上階ｽﾗﾌﾞまで)

G

イ EP

ロ

ハ

M-NFDB

内装薄塗材E

壁仕上(記入の無い場合は素地とする)
壁下地

凡例の見方
6　A　イ　(6Aイ)

腰壁部

通気管φ100VP + 連通管φ100VP(半割)

人通口600φ + 孔上取手2ヶ所(取手はタラップと同材)

通気管φ100VP x2 + 連通管φ100VP(半割) x2

タラップ部の数値は段数を示す　特記なき限りは5段とする※特1)

ピ　ッ　ト　凡  例

設備配管ピット範囲を示す(砂利敷き基準レベル 1FL-2180)

埋戻し範囲

タラップ(内部)、上部点検口又はマンホール

釜場

裏通路

テラス

レジカウンター

ショップ

A

A

B

B

C

D

C

D

付帯施設棟 平面図(1)-ピット階、1階

     100

     200
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A

室外機置場

キュービクル置場

T-75

T-100 T-100

ゴミ置場

付帯施設棟 1FL(TP+3.42m) = 博物館本館(TP+3.86m) 1FL-440

FL-460
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45.720㎡

<FL-300>

55.972㎡ 105.700㎡ 52.850㎡ 55.972㎡

<FL-100> <FL-100> <FL-100> <FL-100>

▲

ATD

【高遮音耐火壁】 - LGS(クリアランス10 千鳥配置,GW 24㎏/㎥ 50㎜充填)

+ GB-F t21 + GB-R-H t9.5
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ｽﾘｰﾌﾞの間隔：平均径x3
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連通管φ100半割

人通口φ600
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ピット基準図 S=1/50

▽1FL

▽ﾚﾍﾞﾙ

2
1
8
0

基準
ﾋﾟｯﾄ

連通管φ100半割

釜場：□600xH600釜場：□600xH600

タラップ タラップ

人通口φ600

通気管φ100
(小梁にも設置）

：ｽﾘｰﾌﾞ孔径が梁せいの1/3以下の施工可能範囲

柱面から1000

通気管φ100(小梁にも設置）

▽1FL

▽ﾚﾍﾞﾙ

2
1
8
0

基準
ﾋﾟｯﾄ

：ｽﾘｰﾌﾞ孔径が梁せいの1/10以下かつ、φ150未満の施工可能範囲

3
3
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5
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1
8
0
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4
0
0

1
0
0
0

4
0
0

ｽﾘｰﾌﾞの間隔：平均径x3

柱面から300 柱面から300

　通気管、連通管は施工可能範囲外も可能とする(ただし、柱面から300の範囲は不可)

T-75

T-75

FL-460

FL-20

FL-20

釜場：□600xH600 釜場：□600xH600

FL-20FL-20

FL-460 FL-20

VP75

VP100

VP75

VP100

VP100

VP100

VP100

VP75 VP75 VP75

付-1

SD

付-1

LD

付-2

LD

付-3

LD

付-8

LD

付-2

SD

付-5

LD

付-4

LD

T3 T3

1000
350

1050 1550400 1050 19001050 1050 14402510 1510250 5240 1050 1335800

付-7

LD

多機能WC(2)

2.830㎡
WWC(2)

3.387㎡
MWC(2)
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100

940 1120 820 1240520 1280 2030 1430 1280 1790 590 5930 1295 2635

[消A]

[消
A]

[消A]

消火器ボックス(壁掛け型屋外用)設置位置を示す

[消B]
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VP50VP50 VP50 VP50

排水溝(A) 排水溝(A)

排水溝(B) 排水溝(B) 排水溝(B)

VP50

ニ GW-B t25(FL+300以上)

6Aハ(6A) 6Aハ(6A) 6Aハ(6A) 6Aハ(6A)

柱型：SOP 柱型：SOP 柱型：SOP 柱型：SOP 柱型：SOP 柱型：SOP
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SSD
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ACW
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▲

ATD

排水溝(A)

1800 1400 1400 1400 1400

▲

ATD

排水溝(A)

▲

ATD

1400 1400 1400 1400 1400 1400 1400 1400 1400 1400 1400 1400 1400 1400 1800

現場打ち雨水桝 □450(化粧蓋) 現場打ち雨水桝 □450(化粧蓋) 現場打ち雨水桝 □450(化粧蓋) 現場打ち雨水桝 □450(化粧蓋)

現場打ち雨水桝 □450(化粧蓋)

現場打ち雨水桝 □450(化粧蓋) 雨水桝 9-14-2(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋)

雨水桝 9-14-2(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋)

1
1
6
5

[消B]

5
6
5

1100

室外機置場室外機置場

内部 1400×700×h150

内部 1200×700×h150
内部 1000×700×h150

■設備機械基礎

空調機械室(1)

内部 1200×700×h150
内部 700×1000×h150

　空調機械室(2)

　裏通路
外部(B) 5600×1500×h300

(H鋼150x150x7x10 x2本)

釜場：□600xH600

水景ピット
耐圧盤コンクリートピット

<1FL-2450>

<1FL-1930>

床・壁・天井：耐亀裂自閉性樹脂防水(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ防水)

■水景ピット内仕上げ

内部 3500×950×h150
内部 2100×400×h150

　水景設備機械室

外部(A) 900x2000xh150

VP100

雨水桝 9-14-2(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋)

6B
イ

6A
イ 6A

水景設備機械室
20.549㎡

T-100

掃除口

掃除口 掃除口 掃除口

掃除口 掃除口

掃除口
掃除口

外部(A) 980x760xh150

柱面から1000

<1FL-2350>

1750 1750 1750 1750 1750 1750 1750 1750 1750 1750 1750 1750 1550

タンク置場

打継ぎ止水板(水膨張止水ゴム 10x20)を示す

水景ピット

1
9
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3
3
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2
5
0

1
6
0
0

止水版 止水版

出入口前段床 出入口前段床

軒先雨水排水用側溝(外構工事)

(キュービクル置場)

(ゴミ置場)

(タンク置場)
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付-1
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1090 670 20202330 890 840 820 980 2020 2340 670
340

付-5

AG

付-5

AG

付-2

AW

付-2

AW

付-3

AW

T-000 竪樋(数値は管径を示す)

縦引きルーフドレイン(数値は管径を示す)RD-000

M-2,20

鋳鉄製ﾏﾝﾎｰﾙ φ600 M-2:耐荷重 T-2 , M-20:耐荷重 T-20

※特記なき限り 歩行用 とする

凡  例

<FL±0> 基準FLからの床仕上レベルを示す ※特記なき限り FL±0 とする

消火器ボックス(壁埋込み型)設置位置を示す[消A]

[消B]

壁　凡  例

6 LGS65

A 【一般壁a】 - LGS + GB-R t12.5 + t12.5 (上階ｽﾗﾌﾞまで)

B 【一般壁b】 - LGS + GB-R t12.5 + t12.5 (天井又はｻｯｼ部膳板まで)

E
【遮音壁】 - LGS(GW 24㎏/㎥ 50㎜充填)

+ GB-R t12.5 + t12.5 (上階ｽﾗﾌﾞまで)

G

イ EP

ロ

ハ

M-NFDB

内装薄塗材E

壁仕上(記入の無い場合は素地とする)
壁下地

凡例の見方
6　A　イ　(6Aイ)

腰壁部

【高遮音耐火壁】 - LGS(クリアランス10 千鳥配置,GW 24㎏/㎥ 50㎜充填)

+ GB-F t21 + GB-R-H t9.5

消火器ボックス(壁掛け型屋外用)設置位置を示す

ニ GW-B t25(FL+300以上)
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壁　凡  例

[外壁A]

構造用合板 t15 + 透湿防水シート

+ フッ素ガルバリウム鋼板 t0.4(W150)

セメントボード t8+8 目透かし(曲面加工、目地部：ｼｰﾘﾝｸﾞ t10)[軒天A]

SUS製 角型鋼管 75x75x2(上下2点支持) + F-BE[竪樋A]

アルミ製バンドレスタイプ 100角 + F-BE

[竪樋B]

VP管 φ100

[竪樋C]

断熱材：GW 32K t100充填(胴縁部)

[外壁A]

[外壁B] コンクリート打放し(A種) + DP

[外壁B]

[軒天A]

[竪樋D][竪樋D] [竪樋C]

[軒天A][軒天A]

[外壁A] [外壁B]

[外壁A]

[軒天A]

[外壁A][外壁B] [竪樋B]

[軒天A]

[竪樋A] [竪樋A] [竪樋A] [竪樋A][軒天A]

3000

[竪樋D]

アルミ製バンドレスタイプ 75角 + F-BE

250

4480

250

4480

[目隠し壁] アルミ製既製品ルーバー W100 @130 BB-2種

[目隠し壁][目隠し壁]
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外壁貫通部止水パネル 外壁貫通部止水パネル

外壁貫通部止水パネル

+ 弾性アクリル樹脂系多意匠装飾仕上塗材

[竪樋B]

[外壁B]

AL.PL-2.0 BB-2種AL.PL-2.0 BB-2種

850155011001950 1750175017501750175017501750175017501750175017501550

800 2400

8501950
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工事区分表 【凡例】▲：PFI事業者の提案等による判断で、必要に応じて行う工事

サービス対価の対象 サービス対価の対象外
1 外壁・外部建具 全工事 ― ▲変更追加工事（外部建具）
2 床 コンクリート直押え ― 直接発注による工事以降の全工事
3 厨房防水区画 コンクリート直押え（FL-300） ― 同上
4 外壁周り壁 LGS＋PB素地まで ― 同上
5 外壁周り柱 LGS＋PB素地まで ― 同上
6 区画内柱 LGS＋PB素地まで ― 同上
7 店舗間間仕切壁 LGS＋PB素地まで ― 同上
8 天井 全工事　※スタッフルーム・厨房は直天井 ― ▲スタッフルーム・厨房仕上等の工事
9 点検口 直接発注による工事の管理上必要分まで ― 直接発注による工事以降の全工事
10 内装造作 ― ― 同上 デザイン規制について要協議
11 厨房機器 ― 厨房機器の調達、据付 ―

12 電灯幹線設備
店舗区画天井内所定位置までの一次側電源工事
（主幹＋WHM）

― 直接発注による工事以降の全工事

13 動力幹線設備
店舗区画天井内所定位置までの一次側電源工事
（主幹＋WHM）

― 同上

14 照明機器・コンセント 全工事　※スタッフルーム・厨房は除く ― ▲スタッフルーム、厨房の工事

15 電話設備 店舗区画天井内所定位置までの空配管の敷設 ― IDF以降の通信工事、区画内配管含む全工事
専用・単独回線の必要な場合は、配線・機器・NTT申し
込みともPFI事業の範囲で実施

16 一般放送設備 ― ― 全工事
17 レジシステム 空配管の敷設まで ― 全工事
18 有線放送設備 空配管の敷設まで ― 同上 テナント毎に個別契約
19 TV設備 空配管の敷設まで ― 同上 テナント毎に個別契約

20 空気調和設備
全工事　※スタッフルームには配管用外壁パネルのみ設
置

― ▲スタッフルームの空気調和設備の工事

21 厨房用空気調和設備 配管用外壁パネルのみ ― ▲厨房用空気調和設備の設置工事
22 換気設備 全工事 ― ―
23 厨房用換気設備 ダクト開口用ガラリのみ ― ▲厨房用換気設備の設置工事

24 給水設備
・建物第一桝以降の屋外配管
・店舗区画内配管バルブ止まで

― 直接発注による工事以降の全工事

25 排水設備
・建物第一桝以降の屋外配管
・店舗区画所定位置排水管プラグ止まで
・厨房グリーストラップ

― 同上

26 給湯設備 給湯用スリーブのみ ― 同上
27 衛生機器設備 トイレ（給排水設備含む） ― 同上

28 ガス設備（ガス機器用） 一次配管コック止まで ―
直接発注による工事以降の全工事
（メーター取付含む）

29 火災報知設備 法基準に基づく設置工事 ― ▲レストラン施設運営に必要な工事
30 非常照明設備 法基準に基づく設置工事 ― 同上
31 誘導灯設備 法基準に基づく設置工事 ― 同上
32 ガス漏れ警報設備 ― ― 同上
33 消火器 法基準に基づく設置工事 ― 同上
34 撤去⼯事 全工事 ― ―
35 舗装⼯事 全工事 ― ―
36 施設⼯事 全工事 ― ―
37 ⾼⽊植栽 全植栽植付 ― ―
38 低⽊地被 ガーデンエリア・低木地被エリアを除く植栽植付 ガーデンエリア・低木地被エリアの植栽植付 ―
39 植栽⽤⼟ 全工事 ― ―
40 照明 全工事 ― ―
41 サイン⼯事 全工事 ― ―
42 潅⽔設備 全工事 ― ―
43 排⽔設備 全工事 ― ―
44 電気設備 全工事 ― ―
45 衛⽣設備 全工事 ― ―

備考
工事
項目

No 部位・設備等 直接発注による工事
PFI事業における業務としての工事

建
築
工
事

電
気
設
備
工
事

機
械
設
備
工
事

防
災
設
備
工
事

南
側
広
場
工
事

※本頁は、2025年4月10日に公表したものから頁ごと差し替えています。
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